
子どもたちに、家族の一員として自分でできることを増やして、家族と共に健康で楽しい家庭

生活を送ることができるようになってほしいという願いから、東鶴山小学校では例年「家族スマ

イル大作戦」を校長からの夏休みの宿題として出しています。子どもたちがどんな経験をしてく

るのか、楽しみにしていました。「こつこつ」取り組んだ姿、「チャレンジ」した姿が多く見られ、

嬉しく思いました。ご協力いただき、ありがとうございました。  

＝感想の一部＝ 

（児童） 

 ・みんなが笑顔になってくれて、たくさん「ありがとう。」と言ってくれて、嬉しかったです。 

 ・お母さんに「助かったよ。」と言われると嬉しかったです。宿題のときじゃなくてもお手伝いをし

たいです。 

・家族の一員として貢献できてよかった。これからも続けていきたい。 

（保護者） 

  ・笑顔で「手伝うよー」とお手伝いをしてくれて、いろんなことを一緒にすることができました。 

 ・毎日、コツコツと続けてくれてありがとう。とても助かりました。 

・毎回、お風呂に最後に入り、ピカピカに掃除をしてくれました。とても気持ちがよかったです。 

・進んでお手伝いをしてくれて、本当に助かりました。家族みんながニコニコです。  
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夏休み「家族スマイル大作戦」 ご協力ありがとうございました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

校内科学研究発表会 9/5(金) 

２～６年生では、科学研究か発明工夫のどちらかが夏休みの宿題  

となっていました。各学級で発表会をした後、代表の子どもたちが 

全校児童の前で発表しました。  

 

２年   くん 「どんなものが水にうくか調べてみたよ」 

４年   さん 「クモのすのふしぎ？」 

  ４年   くん 「水てきはなぜつくの？」 

  ４年   くん 「風力発電の家」 

  ４年   くん 「身近な水をきれいにしよう」 

  ５年   さん 「野菜や果物からできる絵の具」  

５年   さん 「虫よけスプレーの実験」 

６年   くん 「周りの環境と時間の感じ方の実験」 

 

生活の中で興味をもったこと、理科の授業で得た知識などをもとに  

テーマを決め、調べ方を工夫して実験や観察を行っていました。ま 

た、２～６年生はもちろんですが、１年生も真剣に聞くことができ  

ました。 

身の回りには不思議がたくさんあります。今後も「なぜだろう」 

「調べたいな」を大切にしてほしいと思います。 

夏休みの宿題について、いろいろとご協力いただき、ありがとう 

ございました。 

 学校便り  

  学ぶ子  
    励む子  

    元気な子  


